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ま え が き

1978年 6 月から 2 か年間， ィンドのアンドラプラデツュ州 (A.P. 州）の州

都， Hyderabad の近郊にある国際半乾燥熱帯作物研究所（略称 ICRISAT) で

ラッカセイ改良部門の客員研究貝として勤務する機会があった。 その間， 筆者

は同州内の各作季の作物分布や伝統的農法， 農村の実状などを見ることに努め

た。しかし 同州は日本の国土面積の約 7 割に近い面稜をもつインドでは第 5

番目の大きな州であり， 2か年の間にようやく主要なラ ッ カセイ産地とべ｀ノガ

ル湾岸地方北部のイネ作地帯を訪ねることが出来たに止まった。

本稿はそのフィ ー ルドノ ー トから， 各作季の作物分布の記録を， 同州の代表

的作物であるラ ッ カセイとイネとの関係， また，その伝統的農法である間（混）

作について “モロコシ／キマメ間作"を中心に策者の覚え書きとして補ったも

のである。体系的な調査の報告ではなも同州の農業についての華者の瞥見の

メモの城を出るものでないが， 読者のご批判を頂ければ幸いである。 なお， 本

稲とりまとめの上で， ICRISAT, 特にその農業経済研究部門と農法研究部門

(Farming Systems Programme) の研究成果に負うところが大きいことを記

しておきたい。
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